
まちの話題

国
際
刻
字
芸
術
展
に
市
内
作
家
作
品
展
示

第
　
回
す
ま
い
る
コ
ン
パ

「
婚fetti

パ
ー
テ
ィ
ー
」
開
催

令
和
4
年
8
月
、
第
18
回

国
際
刻
字
芸
術
展
が
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
坂
東

市
で
活
動
し
て
い
る
刻
字
作
家

の
中
川
祐
聖
さ
ん
（
生
子
）、�

初
見
太
清
さ
ん
（
逆
井
）、�

初
見
快
堂
さ
ん（
沓
掛
）
3
名

の
作
品
が
展
示
さ
れ
る
快
挙
と

な
り
ま
し
た
。

同
芸
術
展
は
、
日
本
・
中

国
・
韓
国
か
ら
各
50
点
と
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら

合
わ
せ
て
約
30
点
、
各
国
協

会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
刻
字
作

品
が
展
示
さ
れ
る
芸
術
展
で
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
2
年
ぶ
り

　

11
月
27
日
、
ホ
テ
ル
グ
リ
ー

ン
コ
ア
坂
東
で
第
34
回
す
ま

い
る
コ
ン
パ
「
婚fetti

パ
ー

テ
ィ
ー�

―M
eet�in�

坂
東�

Part3

―
」
が
多
数
の
参
加
者

の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

結
婚
相
談
推
進
員
の
小
川

喜
代
子
氏
の
講
話
で
は
、「
婚

活
を
成
功
さ
せ
る
た
め
」
の

心
構
え
を
伝
授
さ
れ
ま
し
た
。

フ
リ
ー
タ
イ
ム
で
は
ス

イ
ー
ツ
と
お
し
ゃ
べ
り
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
、
4
組
の

の
開
催
。
中
国
は
、
国
情
に
よ

り
今
回
は
不
参
加
で
し
た
が
、

各
国
の
作
品
は
色
彩
豊
か
で
書

体
は
多
用
、
造
形
は
独
特
で

各
界
か
ら
好
評
を
得
た
芸
術

展
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
刻
字
」
と
は
、
自
書
し
た

紙
を
木
板
に
貼
り
付
け
、
ノ
ミ

や
彫
刻
刀
を
使
い
立
体
的
に
彫

り
、
金
箔
や
彩
色
を
施
し
て

仕
上
げ
る
書
の
一
分
野
で
す
。�

通
常
の
書
に
は
な
い
、「
書
く
・

彫
る
・
彩
る
」
と
い
う
複
数
の

工
程
を
楽
し
み
な
が
ら
創
作
す

る
も
の
で
す
。

カ
ッ
プ
ル
も
成
立
し
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
で
は
真
剣
に
結

婚
を
考
え
て
い
る
方
が
理
想

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
出
会
え
る

よ
う
、
結
婚
相
談
推
進
員
や

結
婚
相
談
員
が
相
談
・
助
言
・

紹
介
な
ど
を
無
料
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
を
お
探
し
の

皆
さ
ん
の
相
談
・
登
録
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
市
民
協
働
課

　

０
２
９
７（
21
）２
１
８
３

34

「
寅
」

「
風
月
同
天
」

「
德
盛
礼
恭
」

中川祐聖さん

初見太清さん

初見快堂さん

▼ 

「
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
型
電
子
マ
ネ
ー『
ギ
フ
ト
券
』で
料
金
払
え
」は
す
べ
て
詐
欺
で
す
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